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ふれあいサロンのめざすもの

日にち 平成２２年７月８日（木）

場 所 太子町立文化会館中ホール

太子町社会福祉協議会「ふれあいサロン活動研修会」

兵庫県社会福祉協議会

地域福祉部 松本裕一
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� 「サロン」のこれまで

・サロンのはじまり、サロンの広がり、特徴

� ~事例から見えるサロンのエッセンス～（ＤＶ
Ｄ）

� いま、なぜサロンが注目されているのか

・いま、地域で起きている問題

・サロンの持つ機能・効果

� サロン活動のいくつかのポイント

� 今後のサロン活動への期待

今日お話しさせていただくこと
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� 名称 「ふれあい・いきいきサロン」

・平成６年に全社協が提唱した名前

（ここでは「ふれあいサロン」という）

� それ以前から、ふれあい交流会として

・ひとり暮らし高齢者の集い

・託老所・ミニデイサービス

・世代間交流・高齢者と子どもの集い 等

が行われていた。

“ふれあいサロン”のはじまり
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ふれあいサロン（アクティビティサービス）とは・・・
（平成７年ごろ当時 全社協）

� 対象 ： デイサービスの対象とならない人

� 目的 ： 仲間づくりを通じた孤立防止・介護予防

� 場所 ： 憩いの家、地域福祉ｾﾝﾀｰ、公民館、民家等

� 人数 ： 小人数で、出入り自由

� 運営 ： 住民や参加者が企画・運営

デイサービス

� 対象 ： 要介護高齢者

� 目的 ： 心身（日常生活動作）の向上

� 場所 ： デイセンター

� 人数 ： 中規模から大規模が多い

� 運営 ： 専任職員

アクティビティサービス

（ふれあいサロン）

「デイサービスに通うほどでないが、支援や見守りが
必要な高齢者に対し、小人数で、身近な場所で、
住民らが企画運営する楽しい仲間づくりの活動」

“ふれあいサロン”のはじまり



5

１９９７ ２０００ ２００３ ２００５ ２００９

高齢者 3,159 12,669 32,314 32,522 43,714

精神障害者 43 52 111 119 153

知的障害者 － － 89 90 161

身体障害者 － － 159 214 225

子育て家庭 58 236 2,183 3,337 4,518

複合型 － － 2,062 2,719 3,417

その他 99 215 250 495 445

合計 3,359 13,172 37,168 39,496 52,633

（全社協）社会福祉協議会活動実態調査（基本）調査より

ふれあいサロンの広がり（全国）
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（県社協）県内社協活動の現況（平成２０年度版）より

ふれあいサロンの広がり（兵庫県内）
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（県社協）県内社協活動の現況より抜粋

年度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

サロン数 12 32 60 60 60 60 60 58

高齢化率 13.4% 13.9% 14.3% 14.8% 15.3% 16.1% 16.9% 17.8%

独居高齢者数 324 340 343 361 373 402 432 577

※サロンの対象はすべて高齢者

ふれあいサロンの広がり（太子町内）

（各年2月時点）

（各年2月時点）
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・いちばん多いのは高齢者（８割）

・子育て・複合型が続く

・意図的にサロンをつくる

・誰か気になる人や中心人物を核に自然発生

・イベント・外出・世代間交流

・お茶会・食事会・健康体操

� 対象はさまざま

� つくり方もさまざま

� 活動内容もさまざま

ふれあいサロンの特徴
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参加者

地域組織

（自治会・町内会等）連携・協力

小地域

自治体・社協

福祉団体 等

担い手

（サロン運営に関わる人たち）

地域外の

他のサロン

連携・支援

交流

ふれあいサロンの仕組み（イメージ
図）
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～事例から見えるサロンのエッセンス～

～チェックポイント～

� サロンが果たしている効果

� 交流の場であるサロンから日常生活での見守りへ

� リーダーの思い

「ふれあい喫茶“チェリー”」（宝塚市）の取り組み
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� 地域に悩んでいる人はいませんか？

老老介護で疲れ切った家族病気で倒れて閉じこもりがちに 日中、「ひとり暮らし」の高齢者

核家族で団地住まい

子育て不安・ノイローゼ気味

遊び相手がいない障害児 言葉が通じにくい外国人家族

いま、なぜサロンが注目されているか
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・亡くなって長い間発見されない「孤独死」（“孤立”死）

・一人暮らし高齢者が「消費者被害」に遭う

・誰にも相談できず行き詰まり「介護殺人」に至る

・子育てに悩み「虐待」に至る

・「失業」による低所得から「多重債務」に陥る

・「自殺者」が毎年３万人を超えている

� 社会問題になっている福祉課題

○公的な福祉サービスの対象とならない課題

○単一世帯で複雑に絡み合った課題

○社会的排除の対象となりやすい課題

いま、なぜサロンが注目されているか
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＜サロンの機能や効果＞

� 楽しみながら健康維持ができる

� 地域とつながることで心と生活に張りが持てる

� 同じ悩みを持つ人の情報交換、助言を得られる

� サロンを通じて地域とのつながりが生まれる

→健康や栄養などを意識して“介護予防”に

→生きる意欲を向上し、閉じこもり防止に

→ちょっとした困りごとや悩みの解決の糸口に

→地域での支え合いネットワーク・見守りに

いま、なぜサロンが注目されているか
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� 生活のリズムの中で、楽しく・気軽に・無理なく

� 日頃からのつながりを大切に

地域活動は、地道に長期間に渡った活動です。

活動者自身も生活のリズムに取り入れ、無理なく、

気長に活動しましょう。

サロンに来られるときは、一日の中で短い時間帯です。

参加者がサロンを利用されていない時も、様子に気を

配り、変化がないか、日頃のつながりや気づきを大切

にしましょう。

サロン活動のいくつかのポイント
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� プライバシーは守る

� いろいろな思いを受け止め合う

活動上で知り得た秘密は、むやみに口外しないよう

にしましょう。信頼関係が一番の活動です。

（情報をつなぐときは、本人の了解が必要です）

サロンの参加者は、いろいろな思いや悩みを持って来

られています。まずは、丸ごと受け止めることが大切で

す。また、サロン活動者同士も、建設的に自由が言い

合える場にしましょう。（受け止める・伝える、は難しい）

サロン活動のいくつかのポイント
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～伝えること・受け止めることの難しさを

体験してみましょう～

＜使うもの＞Ａ４の白紙と筆記用具

＜ルール＞

②隣の人と相談をしないでください。

③私の指示どおりに“絵”を描いてください。

①いまからは、私の言うことに一切質問はしない
でください。
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“年間のしっかりしたプログラムは立てていますが
最近は参加者も固定してきて、あまり満足して
いない様子。参加者も減ってきて・・・”

サロン活動のいくつかのポイント

～こんなことで、お困りではないですか？～

○活動中に参加者の人たちとコミュニケーションがとれて
いますか？

○参加しやすい雰囲気になっていますか？

○他のサロンとの情報交換ができていますか？

○サロンに来なくなった人のフォローはできていますか？

○参加者を増やせる工夫ができていますか？
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今後のサロン活動への期待

～サロン活動の企画をもう一度点検してみましょう！～

� 企画の視点
・企画意図（背景、目的、目標を明確に）

・内容（コンセプト、要項“６W３H”、具体案）

・計画（役割分担、予算、準備スケジュール）

WISH

（やりたいこと）

NEEDS

（すべきこと）

CAN

（できること）
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今後のサロン活動への期待

～サロン活動を振り返ってみましょう！～

� 振り返りの視点
・活動内容や結果の評価（目的としていたことが実現できたか）

・活動運営の評価（準備、時間配分、役割分担は適切だったか）

・チーム力の評価（楽しく、無理なく、やる気を持って活動できた
か）

SEE

（振り返り）

PLAN

（企画づくり）

DO

（活動の実践）
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今後のサロン活動の方向性

� サロン本来の目的である、住民相互の交流
を深め、地域の結びつきをさらに強めていく

� サロンを拠点とした住民主体の地域福祉活
動を展開するしくみづくり

→地域で孤立した人へのアプローチ

→高齢者から子ども、障害のある人まで多種多様

→地域の課題を見つける社会資源

→地域ニーズの共有

→協議・協働力による小地域福祉活動の研磨

→“集う場”・“交流する場”から見守り（生活支援）への
展開








